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２００３年水俣水害２００３年水俣水害
－住民アンケート調査から－－住民アンケート調査から－

東洋大学 中村功

災害経過の概要災害経過の概要

水俣市で２つの土石流水俣市で２つの土石流

集地区１５人集地区１５人 新屋敷地区４人新屋敷地区４人 死亡死亡

時間経過時間経過

４時１５分４時１５分((新屋敷新屋敷))
４時２０分４時２０分((集集))

４．土石流発生４．土石流発生

５時２０分５時２０分５．水俣市避難勧告発令５．水俣市避難勧告発令

３時１４分３時１４分３．３．土砂災害危険度判定情報土砂災害危険度判定情報((警戒警戒))FAXFAX受信受信
県土木部－市土木課県土木部－市土木課

１時５５分１時５５分２．気象台２．気象台大雨洪水警報発令大雨洪水警報発令

０時５０分頃～０時５０分頃～１．降雨再開１．降雨再開 ((３時台豪雨３時台豪雨))

調査概要調査概要

調査対象地域 宝川内 集地区（被災地域） 

宝川内 丸石・新屋敷・本屋敷地区（非被災地域） 

対象者 20歳以上の男女 

抽出方法 悉皆調査（エリアサンプリング） 

調査期間 平成15年12月13日～26日 

調査方法 訪問面接法および留置法 

（調査票は、集地区用と丸石・新屋敷・本屋敷地区用の２種類を作成し、また、世帯に関する調査票と個人が回答する調査票を用意した。そして、各世帯に対し

有効回答数・回収率 集地区 76.5％（62票） 

丸石・新屋敷・本屋敷地区 67.6％（94票） 

 

集地区集地区 76.576.5％（％（6262票）票）
丸石・新屋敷・本屋敷地区丸石・新屋敷・本屋敷地区 67.667.6％（％（9494票）票）

有効回答数・回有効回答数・回
収率収率

訪問面接法および留置法訪問面接法および留置法
（調査票は、集地区用と丸石・新屋敷・本屋敷地区（調査票は、集地区用と丸石・新屋敷・本屋敷地区

用の２種類を作成し、また、世帯に関する調査用の２種類を作成し、また、世帯に関する調査
票と個人が回答する調査票を用意した。そして票と個人が回答する調査票を用意した。そして
、各世帯に対して、世帯に関する調査票を１票、各世帯に対して、世帯に関する調査票を１票
、個人が回答する調査票を家族の人数分配布し、個人が回答する調査票を家族の人数分配布し
た）。た）。

調査方法調査方法

平成平成1515年年1212月月1313日～日～2626日日調査期間調査期間

悉皆調査（エリアサンプリング）悉皆調査（エリアサンプリング）抽出方法抽出方法

2020歳以上の男女歳以上の男女対象者対象者

宝川内宝川内 集地区（被災地域）集地区（被災地域）
宝川内宝川内 丸石・新屋敷・本屋敷地区（非被災地域）丸石・新屋敷・本屋敷地区（非被災地域）

調査対象地域調査対象地域

住民は避難しなかった住民は避難しなかった((できなかったできなかった))

集地区（N＝49)

26.5

10.2

57.1

6.1

0.0%20.0%40.0%60.0%80.0%

       自宅から避難していた

自宅からは避難していなかったが
１階から２階へ避難していた

      自宅の外にも２階にも          
避難していなかった

　　　　　　　　　N.A.

非被災地区（N=85)

21.2

4.7

67.1

7.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

避難時刻避難時刻((集集))
00：：0000以前以前33人人

22：：4040 22人人
22：：5050 11人人

44：：0000 11人人
44：：0505 11人人
44：：1010 11人人
44：：1515 11人人
無回答無回答33人人
合計合計1313人人

避難しない理由避難しない理由

集地区（N＝33)

30.3

45.5

3.0

6.1

15.2

0.0%20.0%40.0%60.0%

　　自宅にいても危険は　

ないと思ったから

避難のために、外に出る　

のは危険だと思ったから

雨漏りなどから家屋や家財
を守るために、自宅にいる　

必要があると思った

その他（具体的に　　）

Ｎ．Ａ．

土石流危険渓流であることを知っていたのは半数土石流危険渓流であることを知っていたのは半数

土石流危険渓流であること土石流危険渓流であることを知っていたかを知っていたか

（集地区（集地区 N=62N=62）） 「危険渓流」を示す看板「危険渓流」を示す看板

((丸石地区丸石地区))

知っていた

46.8%

知らなかった

51.6%

無回答

1.6%
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怖さを知っていたのは住民の半数怖さを知っていたのは住民の半数

土石流の意味に関する認識土石流の意味に関する認識

11.7

5.3

0.0

18.1

17.0

47.9

1.6

6.5

0.0

30.6

8.1

53.2

0 10 20 30 40 50 60

無回答

言葉すら聞いたことがなかった

その他

言葉は知っていたが内容はよくわからなかった

がけ崩れ程度のものだと思っていた

大きな被害の出る恐ろしい災害だと思っていた

集地区

集地区以外

他人事の心理他人事の心理

19971997年年出水出水

災害災害認知度認知度

自集落における自集落における
土石流への危土石流への危
惧惧

7 .4

2 .1

1 0 .6

7 9 .8

1 .6

1 .6

2 1 .0

7 5 .8

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0

無 回 答

聞 い た こ と も な か っ た

よ く は 知 ら な い が 聞 い た こ と は あ っ た

よ く知 っ て い た

集 地 区

集 地 区 以 外

9.4

21.2

0.0

35.3

7.1

20.0

7.1

5.0

26.7

0.0

60.0

5.0

3.3

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

無回答

特に何も考えていなかった

その他

起こらないと思っていた

起こるとしても当分先だろうと思っていた

近い将来起こるかもしれないと思っていた

すぐにでも起こるかもしれないと思っていた

集地区
集地区以外

土石流は起きないだろう土石流は起きないだろう((今回災害時今回災害時))

集地区（N＝49)

36.7

40.8

0.0

6.1

32.7

0.0%20.0%40.0%60.0%

川が氾濫して洪水が起き

るかもしれないと思った

　がけ崩れが起きるかも 

しれないと思った

 　土石流が起きるかも　 

しれないと思った

     その他（具体的に　）

    特に何かが起きる      

とは思わなかった

対策対策((住民編住民編))

防災教育、防災訓練などを行い、防災教育、防災訓練などを行い、土砂災害土砂災害
（（土石流土石流））のの知識知識を周知を周知

「洪水と土石流はセット」である「洪水と土石流はセット」である

「他人事」と思わせない対策「他人事」と思わせない対策

避難勧告避難勧告のの場合には、避難場所も指定する場合には、避難場所も指定する

情報手段の確保情報手段の確保

落雷対策のラジオ落雷対策のラジオ 防災無線戸別受信機防災無線戸別受信機

新たな土砂災害警戒情報の活用新たな土砂災害警戒情報の活用

土砂災害危険度判定情報土砂災害危険度判定情報と避難の連動と避難の連動
広島市広島市の例の例 土砂災害警戒区域土砂災害警戒区域において、において、危険度判定情報危険度判定情報をを避難避難がリンク。がリンク。水俣水俣

災害同日に実際に避難勧告が発表され、住民災害同日に実際に避難勧告が発表され、住民がが避難避難したした。。

土砂災害警戒情報と市町村防災無線の自動接続土砂災害警戒情報と市町村防災無線の自動接続
放送で避難の呼びかけ放送で避難の呼びかけ

自治体職員にもわかりやすい情報提供自治体職員にもわかりやすい情報提供

情報過多の問題情報過多の問題
((「より早く、より細かく」という方向性の盲点「より早く、より細かく」という方向性の盲点))
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